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（論 文 内 容 の要 旨）

現在 の分 散型 システムで は、ネ ッ トワー ク資源 の重要性 はます ます大 き くなってお り、

利 用可能 な帯域 幅の増加 に関す る技術 には大きなメ リッ トが あ る。ネ ッ トワー ク環境で

は、デー タセ ンター と広域 ネ ッ トワー クのいずれ の場合 にお いて も、ネ ッ トワーク障害

の可能性 を軽減す るた めに、通常 、各ホ ス ト間においてパス を複数提 供す る。 ただ し、

通 常、1つ のTCP接 続 ごとに1つ のパス しか使用 され ないた め、最 大スルー プ ッ トが大

幅 に制 限 され る。現状で は包括的 なマルチパス解決策 は存在せ ず、MPTCPな どの トラン

ス ポー トレイヤマル チパ スプ ロ トコル で さえ、ネ ッ トワー クルー テ ィングの制御 がない

た め、依然 として制 限 され ている。

したが って、マル チパス対応ルーテ ィングシステム を提供す るこ とによ り、2つ のホ

ス ト間で使用 可能 な帯域幅 を増や し、よ り安 定 した接続 を実現す ることがで き る。特 に、
マル チパスル ーテ ィ ングの理論 とソフ トウェア定義ネ ッ トワー ク （SDN）を組 み合わせ

る ことで、分散 システ ムのパ フォーマ ンスを改善す る ことがで きる と期待 され てい る。

本論 文で は、MPTCPに 適 した よ り優れ たル ーテ ィングアル ゴ リズムが他 の同様 の手法

と注意深 く比較 検討 した上 で提案 されて いる。提案 され たル ーテ ィング手 法は、複数 パ

ス とMPTCPが 利用 可能 な環境下 で優れた結果 を示すだ けでな く、スパニ ングツ リーにお

け る最短 路パ スや、MPTCPが 利用で きない一般的 なネ ッ トワー ク上 にお いて も良い結果

を 出す こ とが期待 されてい る。本論文 の貢献 は、分散 システムのパ フォー マ ンスを向上

させ 、使 用可能 なスルー プ ッ トを向上 させ る可能性 のある方 法が示 され た こ とであ る。
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（論文審査結果の要旨）

ネ ッ トワ ー ク環 境 で は、 デ ー タ セ ン タ ー と広 域 ネ ッ トワ ー クの いず れ の場 合

に お い て も、 ネ ッ トワー ク障 害 の可 能 性 を軽 減 す るた め に、 通 常 、 各 ホ ス ト間

に お い て パ ス を複 数 提供 す る。 ただ し、 通 常 、1つ のTCP接 続 ご とに1つ のパ

ス しか使 用 され な い た め、 最 大 スル ー プ ッ トが 大 幅 に制 限 され る。 現 状 で は包

括 的 な マ ル チ パ ス解 決 策 は存 在 せ ず 、MPTCPな どの トラ ンス ポ ー トレ イヤ マ

ル チ パ ス プ ロ トコル で さ え、 ネ ッ トワー クル ー テ ィ ン グ の制 御 が な い た め、 依

然 と して制 限 され て い る。 したが っ て 、 マ ル チ パ ス対 応 ル ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

を提 供 す る こ とに よ り、2つ の ホ ス ト間 で使 用 可 能 な帯 域 幅 を増 や し、 よ り安 定

した 接 続 を実 現 す る こ とが で き る。 特 に、 マル チ パ ス ル ー テ ィ ング の 理 論 と ソ

フ トウ ェ ァ定 義 ネ ッ トワー ク （SDN） を組 み 合 わせ る こ とで 、分 散 シ ス テ ム の

パ フ ォー マ ンス を改 善 す る こ とがで き る と期 待 され て い る。

本論 文で は、MPTCPに 適 した よ り優 れ たル ーテ ィングアル ゴ リズムが他 の

同様 の手 法 と注 意深 く比較検 討 した上 で提案 され てい る。提案 され たル ーテ ィ

ング手 法 は、複 数パ ス とMPTCPが 利 用可能 な環 境下 で優 れた結 果 を示 すだ け

で な く、 スパ ニ ングツ リー にお ける最短路パ スや、MPTCPが 利用 で きない一

般 的 なネ ッ ドワー ク上 にお いて も良い結 果 を出す こ とが期待 され てい る。本論

文 の貢献 は、分 散 システ ムのパ フォーマ ンス を向上 させ、使用 可能 な スルー プ

ッ トを向上 させ る可能性 のあ る方法が示 された こ とで あ る。

本論 文 で提案 された手法 はシ ミュ レー シ ョンお よび実環境 に近 い仮 想環境実

験 で の有用 性得 評価 が慎 重 に行 なわれて お り、 結果 には十分 な妥 当性 が認 め ら

れ る。従 って、 本論文 は博士 （工学） の学位論 文 と して認 め るに値 す ると判 断

す る。
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